
学校において予防すべき感染症について

学校保健安全法第１９条「校長は、感染症にかかっており、かかっている疑いがあり、又はかかるおそ

れのある児童生徒等があるときは、政令で定めるところにより、出席を停止させることができる。」をう

け、以下の感染症については、出席停止扱いとなります。

【学校において予防すべき感染症一覧】

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、

第一種 ラッサ熱、急性灰白髄炎、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群(病原体がﾍﾞｰﾀｺﾛﾅｳｲﾙｽ属 SARS
ｺﾛﾅｳｲﾙｽであるものに限る)、中東呼吸器症候群(病原体がﾍﾞｰﾀｺﾛﾅｳｲﾙｽ属 MERS ｺﾛﾅｳｲﾙｽであ
るものに限る)及び特定鳥インフルエンザ（感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関

する法律(平成 10年法律第 114号)第 6条第三項第 6号に規定する特定鳥インフルエンザをい
う。次号及び第 19条第 2号ｲにおいて同じ)

第二種 インフルエンザ（特定鳥インフルエンザを除く）、百日咳、麻疹、流行性耳下腺炎、風疹、

水痘、咽頭結膜熱、結核及び髄膜炎菌性髄膜炎

第三種 コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、腸チフス、パラチフス、流行性角結膜炎、

急性出血性結膜炎、その他の感染症

＊感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成十年法律第百十四号）第六条第七項から第九項までに

規定する新型インフルエンザ等感染症、指定感染症及び新感染症は、前項の規定にかかわらず、第一種の感染症とみなす。

【出席停止の手続き方法】

① 医師の診断がでた時、早急に「診断名」「休養に要する期間」を電話等で学校に連絡する。

② 医師から登校許可がでて登校した時、以下の書類を添えて保健室で出席停止の手続きをする。

・インフルエンザ以外の学校において予防すべき感染症の場合

『学校様式② 証明書』（別紙）又は診断書に、医師に「休むように指示された期間」を記入

してもらう。

・インフルエンザの場合

『学校様式① インフルエンザ罹患届出書』（別紙）に、保護者が「休むように指示された期間」

などを記入し、受診したことを証明できるもの（領収書の写し、調剤明細書の写し等）を添付する。

インフルエンザの出席停止基準「発症後５日を経過、かつ解熱後２日を経過するまで」

例 発症 発 症 後

０日目 １日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目

発症 解熱後 解熱後 発症後
発熱 解熱

（発熱） １日目 ２日目 ５日目

出 席 停 止 登校可能

＊病状は個人により異なるので、医師の診断に従って下さい。



（学校様式 ①）

インフルエンザ罹患届出書

令和 年 月 日

京都府立桃山高等学校長 様

第 学年 組 番

生徒氏名

保護者氏名 印

下記のとおり医師から指示されましたので、お届けします。

１ 診 断 名 インフルエンザ（ ）型

２ 受診した医療機関名

３ 休むように指示された期間 令和 年 月 日（ ）から

令和 年 月 日（ ）まで

４ 登校許可日 令和 年 月 日（ ）から登校可

＊必ず保護者が記入して下さい。

＊届けを提出する際、受診したことを証明できるもの（領収書の写し、調剤明細書の写し等)を

添付して下さい。

この用紙をそのままお使いください

また、この用紙は桃山高校ホームページよりダウンロードもできます。



（学校様式 ②）

証 明 書

京都府立桃山高等学校

第 学年 組 番

氏 名

診断名

上記の疾病により 月 日から 月 日まで休養加療を要しましたが、

月 日から登校可能と認めます。

令和 年 月 日

医療機関名

医師名

この用紙をそのままお使いください

また、この用紙は桃山高校ホームページよりダウンロードもできます。


